
第31回「議員と語ろかい」報告書 
 総務環境常任委員会（№1） 

開催日 令和 元 年 ８月 ５日（月） 午後４時 ～ ６時 

開催場所 横川勤労者技術研修館 

団体名 
横川町交通安全協会 

牧園町交通安全協会 
参加人員 

２６人 

（男２６人：女  人） 

出席議員 
松元 深、宮内 博、山田 龍治、久保 史睦、川窪 幸治、 

阿多 己清、前島 広紀、新橋 実 

役割分担 班 長（ 松元 深 ）副班長（ 宮内 博 ）記録係（ 山田 龍治 ） 

テーマ及び具

体的な内容 

・横川町、牧園町交通安全協会の今後のあり方について 
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意

見
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆合併後に両町の人口は3,922人減り、子どもたちは少なくなり高齢化が進んでいる。現

在、空き家や無施錠宅の窃盗等が発生している状況である。協会では、各地域で法令講習

等を行い高齢者の事故や詐欺防止に努めている。市の中山間地域の安心安全・防犯は万全

であるのか。 

◇現状では、交通事故や犯罪等も少ない地域であると認識している。 

 

◆横川警察署から幹部派出所への格下げで、広範囲な地域の安心安全・防犯は大丈夫なの

か。これまでに警察署がなくなる事の検証等はされたのか。 

◇県議会の委員会で議論があり、現在の横川警察署の職員数は３９名であるが、横川幹部

派出所は２０名程度を予定し、横川警察署管内にある交番・駐在所はそのまま維持してい

く。今後の治安情勢を加味しながら適正な人材を配置したいと考えている。引き続き住民

の不安がないように取り組んでほしいとの要請をしているところであるということであ

った。 

 

 



（№2） 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◆来年度は国体があり、関連した競技等が両町でも多く開催されることから、協会の交通

整理等が増えることは目に見えている。当協会は、新しい会員募集と資材支給に苦労して

いる。議員の方々は、両町の年間活動費について承知しているのか。 

◇この問題は各協会でも同じ状況にあり、補助金、分担金等を工夫しながら今まで購入し

ていると市の方からも聞いている。それぞれの協会、支部で苦労をしている状況は承知し

ている。 

 

◆中山間地域の衰退が著しく進んでおり、オール霧島で全地区特色ある地域活性化策で衰

退しないようにしてほしい。高齢者の免許返納に関する市の対策等はあるのか。また、FM

きりしま等の整備も早急に対応をして欲しい。 

◇免許返納については、返納後7,700円分のIC共通乗車券を発行している。協賛店等のご

協力もいただきながら飲食店の値引きをはじめ様々な対応をしている。免許返納の状況に

ついては、平成25年が228人、平成26年が222人、平成27年が338人、平成28年が356人、平

成29年が434人、平成30年が437人となっている。FMきりしまについては、地元の議員が横

川、牧園地区でも聞ける対策について一般質問を行っているため、協力しながら取り組ん

でいきたい。 

 

◆各地域と当協会の補助金の金額が平等であれば不満を言うことがないが、それがないた

めに議員の皆さんにお願いをしている。これに関してどう感じているのか。 

◇市の補助金については、合併から変わらないままである。交通安全協会の分担金につい

ては横川、牧園地区は少ないということを加味しながら補助金を上乗せして対応をしてい

る。少ないという気持ちは理解できる。 

◇国分地区でも同じように財源的に厳しい状況で、活動費を工夫しながら対応をしてい

る。横川支部と牧園支部の会員数はどのようになっているか。 

◆横川支部は17名、牧園支部が24名で運営をしている。 
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◆は参加者の発言 ◇は議員の発言 

 

◇防犯協会は、支部の一本化について進んでいると聞いているが、交通安全協会も一本化

すると財源の問題が解決するのではと考えるがどうか。できない理由はあるのか。 

◆霧島の交通安全協会は、1年で交代している。話を聞けば、仮に合併した場合は横川、

牧園までは法令講習や道路使用許可、車庫証明まで手が回らないという話を聞いている。

横川、牧園支部を残していかないといけないということで、県の協会と相談をして牧園か

ら５名、横川から５名と交通安全協会協力費を立ち上げて存続していく体制をつくろうと

している。免許更新の受付は、警察署がやるといわれたが交通安全協会の事務局がなけれ

ば、横川署で免許切り替えをすることができない。できれば、早急に霧島の交通安全協会

と一本化に向けた話し合いをしたいが、どのような方法があるか。 

◇免許更新については、合併した場合でも幹部派出所で対応するべきであると考える。こ

の問題は、交通安全協会だけの問題ではないと考えるため、市長や警察署へも一本化に向

けた働きかけをするべきではないかと考える。一つの市で警察署も一つになるので幹部派

出所で免許更新の事務局を残しながら、一本化に向けて取り組んでいただきたいと考える

ため、それに向けた働きかけには協力したいと思う。 

◇横川、牧園の協会の皆さんは、霧島の安全協会の一本化にむけた取り組みを望んでいる

と考えていいのか。 

◆各支部運営の運営費と活動費を準備できるのであれば一本化しても良いと考えている。 

 

 


